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緒 言

流 行 性肝 炎 の 予 防 に人 血清 γ-globulinを 用い て

効 果 の あ る こ とは, Stokee. J. & Neefe, J. R.1):

 Havens, W. P. & Paul, J. R.2)等 の 提 唱以 来 一般

に認 め られて い る.

然 しなが らそ の使 用 量 に 就 いて はな お3) 4) 5)が あ

り,又 使 用 時 期 に 就 いて も, Gellis, S. S.3)は 黄疸

発 来 前少 な くと も5～7日 前 に用 うべ きで あ ると し,

 Siede, W.6). Risel, E.7)等 の 記 載 で は発 病 後 で も

治療 に用 い効 果 があ る と して い る.わ が国 にお け る

この方 面 の研 究 は 皆 無 に 等 しい .我 々8)は 人 血 清

γ-globulinの 入 手 困難 で あ つ た 時期 に人胎 盤 γを 用

い本 症 の 予防 に効果 を 挙 げ え た が,今 回 は人血 清

γ-globullsrに 依 る予 防効 果 を 検 討 す るこ とが 出来

たの で 報告 す る.

実 験 方 法

実験 は岡 山県 和 気 郡香 登 町 の 流行 を選 び, 5才 以

上 の者 で,患 者 を除 く住 民1220名 を 予 め年 令,性,

環 境を 考 慮 して 略 々推 計 学 上平 等 にな るよ うに成 人

で は3分 し, 1は 人 血 清 γ-globulin(日 本 製 薬 株式

会社 製)5cc1) 2) 3) 4) 5)宛 を, 1は 人 胎 盤 γ-globulin

(ネ オマ シ ン)5cc宛 を そ れ ぞれ 筋 肉 内 に注射 し,

 1は 対 照 と し, 5才 以 上14才 迄 の もの で は2分 し,

 1は ネ オマ シ ン2～5ccを 筋 肉 内 に注 射 し, 1は 対

照 群 と した.又 予 防接 種 実 旋 と同 時 に,我 々9)が 従

来行 な つて い る方法 に従 い,集 団 検 診 を実 施 し,潜

在性肝炎例,不 顕性感染例等の摘発を行なつたが,

接種群にはこれらの例が混入していることは謂うま

でもない.

本実験実施は昭和29年10月10, 11, 12日で,そ の効

果判定は1年 後昭和30年9月30日 において行ない,

その間新患者の発生の都度現地において診断確認 し

た.

流 行 地 の 概 要

岡山県和気郡香登町は岡山市の東方約20粁,山 陽

道に沿つた町で,当 地の流行性肝炎の流行は主とし

て昭和29年5月 よりで,そ の発生の詳細は第1表 の

第一表　患 者 発 生 状 態

備考 ↓:予 防接種の時期を示す.

通 りである.検 診日昭和29年10月10日 現在,発 病者

は194例,罹 患率8.7%,主 として不全型で,家 族感

染率36.6%に 達 した.そ の詳細は別に報告する.

案 験 成 績 並 び に 考 按

本予防処置を行なつた後の患者の発生状態は第1

表の通り,一 時急速に減少し,稲 刈り,麦 播 き等の

農繁期も無事経過したが,翌30年5月 より再び新患
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者多数の発生を認めた.こ のことから,一 応予防処

置は短期間ながら効を奏したかにみえるが,注 射群

と対照群に分けて新患者発生状態をみると,昭 和30

年3月 迄の新患者について も,又9月 末迄のそれに

就いて も第2表,第3表 の如 く,そ れぞれ注射によ

第二表　接種後より昭和30年3月 迄の新患者数

第三表　各群の患者発生状態

る効果を認める訳にはゆかなかつた.こ のことから,

本 流行地における本予防処置の効果は悲観的ならざ

るをえない.唯 本流行地の家族感染率は検診時の調

査では上述の如 く36.6%に 達 し,著 者等の一人小

坂10)が 報告 した岡山県下他地域の流行のそれに比

し高率であることから,本 流行地の流行は既に慢延

した状態にあるものと推定された.そ うすると,注

射群の中には不顕性感染乃至潜在性肝炎が多数含ま

れており,そ れが主として発病 したのではないかと

の疑が生 じて くる.流 行地では不顕性感染乃至潜在

在肝炎と診定した例から屡々患者の発生をみること

は既に小坂10)の 指摘 した通 りである.そ こで注射

時の集団検診成績に基づき,こ れらの注射群と対照

群につき,不 顕性感染例乃至潜在性肝炎例と健康例

とに分けて みる と,第4表 の如く,前 者の分布は

第四表　集 団 検 診 区 分

57.8～52.8%で,各 群における大差はみられなかつ

た.

よつて更に注射後1年 間に発生 した各群中の新患

者を,不 顕性感染例 乃至潜在性肝炎例と健康例に

分けてみると,健 康例よ りの発病 は,人 血清 γ-

globulin注 射例及び人胎盤 γ-globulin注 射例とも,

対照に比し,明 らかに減少 している.而 も入血清

γ-globulin注射中の発病者2名 に就いてみると, 1

名は昭和30年8月4日 に, 1名 は9月6日 に発病し

ているが,前 者の発病には約1ケ 月前不顕性感染の

状態から発病した母親からの感染が考えられた.

従つて未感染者 に対する人血清 γ-globulin並び

に人胎盤 γ-giobulinの 効果は十分認めることが出

来ると思われるが,一 度感染した状態においては,

人血清 γ-globulinで は最早その効果は期待出来な

いと思われ る.

第五表　集団検診区分と患者発生状態

Siede, W.,6) Riesel, E.7)等 の 記 載 によれ ば γ-

globulinは 流 行 性 肝 炎 の 治 療 に も用 い られ るとの

ことで あ るが,我 々の 成績 で は,蛋 白療法 と しての

価 値 以 外,特 種 治療 法 と して の 効果 は全 くな い もの

と思 わ れ る.な お人 血 清 γ-globulinの 有効 期 間であ

るが,我 々の 例 で は8月 以 降2名 の 新 患者 を 出 して

い るこ とか ら,僅 かな 例 で は あ るが,注 射 後9ケ 月

迄 は効果 が あ つ たの で はな い か と推 定 され た.こ れ

らの 成績 はRhodes, A. J. & van Rooyen, C. E.11)

の 記載 と一 致す る.

結 論

岡 山 県 和気 郡 香取 町 にお け る流 行 性 肝炎 の流行 に

際 し,人 血 清 γ-globulin人 胎 盤 γ-globulinを 用 い

た予 防処 置を行 な い, 1年 間 に お け る新 患 者発生状

態 よ り次 の 結果 を え た.
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1.新 患者は注射群と対照群といずれにも発生し,

発生率は人胎盤 γ-globulin,対照,人 血 γ-globulin

群の順に大となつていた.

2.こ の際予防処置 と同時に行なつた集団検診成

績を参考とし,不 顕性感染乃至潜在肝炎例と健康例

とに分け,各 群の新患者発生状 態をみると,健 康

例よ りの新 患者発生率 は,人 血清乃至人胎盤 γ-

globulin接 種群では対照群 に比 し明らかに低率で

あつた.

3.以 上の事実から,人血清乃至人胎盤 γ-globulin

は未感染者に対し,十 分効果を発揮するが,一 度感

染を受けた後では無効果であると思われる.

4.人 血清 γ-globulinの 予 防効果 は接種9ケ 月

以後では無効と思われた.

(本研究には岡山県衛生部の多大の御好意を頂い

た.記 して謝意を表する).
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Studies on the Prophylaxis for Infectious Hepatitis

3rd. Report. on the Prophylaxls By Means of Inoculations With 

Human Serum ƒÁ-GIobulin

By

Kiyowo KOSAKA 
and 

Masao IWAHARA

Ist Internal Med. Dept., Okayama University Medical School.

By

Tsujio IWASAKI 
and 

Tatsuo ISHIDA

Public Health Dept., Sanitary Bureau. Okayama Prefecture.

Prophylactic treatments, including inoculations with ƒÁ-globulin derived from human serum 

and placenta, were taken to the epidemic of infectious hapatitis at kagato-cho, Wake-gum,
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Okayama Prefecture. After thcse treatments, observing the emergence of new patients of 

hepatitis for full one year, following results were obtained.

1) New patients emerged not only in the contrast group but inoculated one. Of the 

three group, inoculated with human serum ƒÁ-globulin, inocnlated with human placental ƒÁ-

globulin and contrast group, percentage of contraction is higher the inoculated group with 

human sernm ƒÁ-globtlin than others.

2) By the results of the mass examination, two groups were divided, the one included 

inapparent and latent infections, and the other was healthy cases. Observing the emergence 

of new patients in the group of healthy cases, percentage of emergence of the inoculated group 

with human serum and placental ƒÁ-globulin was apparently lower than the contrast group.

3) From the facts above mentioned, it has been supposed that the inoculations with ƒÁ

- globulin derived from human serum and placenta proved to have sufficient effect for non in

fected, but on the contrary little effect for infected before.

4) More than nine months after the inoculations, no prophylactic effect was supposed 

using inoculations with human serum ƒÁ-globulin for infectious hepatitis.


